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がんばっています「消防団」

　

市
内
で
は
昨
年
一
年
間
で
二
十
五
件
の
火
災
が
発
生
し
、
九
人
の
死
傷
者
を
出

し
ま
し
た
。

　

い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
わ
か
ら
な
い
火
災
は
、
貴
重
な
財
産
や
思
い
出
を
一
瞬

の
う
ち
に
灰
に
し
て
し
ま
い
、
時
に
は
尊
い
人
命
ま
で
も
奪
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
、
消
防
署
な
ど
と
と
も
に
、
私
た
ち
の
か
け

が
え
の
な
い
生
命
や
財
産
を
守
る
の
が
消
防
団
で
す
。

　

今
月
号
は
、
市
民
で
構
成
さ
れ
る
「
消
防
団
」
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

■
消
防
団
の
誕
生

　

消
防
団
は
、
江
戸
時
代
に
八
代
将
軍
徳

川
吉
宗
が
、
江
戸
町
内
に
四
十
八
組
の「
ま

ち
火
消
し
」
を
組
織
し
た
の
が
始
ま
り
で

す
。
そ
の
後
、「
消
防
組
」、「
警
防
団
」
を

経
て
昭
和
二
十
三
年
、
消
防
組
織
法
の
制

定
に
よ
り
「
消
防
団
」
に
な
り
ま
し
た
。

　

白
石
市
消
防
団
は
、
昭
和
二
十
九
年
四

月
の
町
村
合
併
で
誕
生
し
、
今
日
ま
で
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
に
お
け
る
防
災
の
中
心
的

な
役
割
を
担
っ
て
き
ま
し
た
。

■
消
防
署
と
消
防
団

　

消
防
署
（
常
備
消
防
）
と
消
防
団
（
非

常
備
消
防
）
は
、
車
の
両
輪
の
よ
う
に
協

力
し
合
っ
て
い
ま
す
。

　

通
常
の
火
災
、
災
害
お
よ
び
人
命
の
救

助
、
救
出
活
動
は
消
防
署
で
対
応
し
ま
す

が
、
い
ざ
地
元
で
火
災
な
ど
が
発
生
し
た

と
き
、
被
害
の
拡
大
を
防
止
し
、
よ
り
き

め
細
か
く
、
地
域
に
密
着
し
た
小
回
り
の

利
く
活
動
が
で
き
る
の
は
消
防
団
で
あ
り
、

こ
こ
に
消
防
団
の
意
義
が
あ
り
ま
す
。

　

戦
後
最
大
の
災
害
と
な
っ
た
阪
神
・
淡

路
大
震
災
で
は
、
地
元
の
多
く
の
消
防
団

員
の
方
々
が
、
自
ら
も
被
災
し
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
地
震
直
後
か
ら
消
火
活

動
や
救
助
活
動
、
住
民
の
避
難
誘
導
、
物

資
の
搬
送
な
ど
地

域
に
密
着
し
た
幅

広
い
活
動
に
従
事

し
、
大
規
模
災
害

時
の
消
防
団
の
役

割
の
重
要
性
が
改

め
て
認
識
さ
れ
て

い
ま
す
。

■
消
防
団
員
は
特
別
職
の
地
方
公
務
員

　

消
防
団
員
の
身
分
は
、
特
別
職
（
非
常

勤
）
の
地
方
公
務
員
で
す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
に
職
業
を
持
っ
て
い
る
地
域

住
民
の
方
々
が
、「
自
分
た
ち
の
地
域
は

自
分
た
ち
で
守
る
」
と
い
う
考
え
の
も
と
、

自
ら
の
意
志
で
消
防
団
に
入
団
し
て
い
ま

す
。

　

ま
た
、
全
国
の
市
町
村
に
設
置
さ
れ
て

い
る
消
防
団
の
階
級
は
統
一
さ
れ
、
団
長
、

副
団
長
、
分
団
長
、
副
分
団
長
、
部
長
、

班
長
、
団
員
の
七
階
級
に
分
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
階
級
の
も
と
で
規
律
と

秩
序
の
維
持
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

白石消防署
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地域防災の一翼を担う「消防団」

　

消
防
団
は
ど
の
よ
う
な
災
害
の
と
き
に

出
動
し
、
災
害
の
な
い
と
き
に
は
ど
ん
な

活
動
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

■
災
害
時
の
出
動

①
火
災
（
建
物
火
災
、
林
野
火
災
、
車
両

火
災
な
ど
）

②
風
水
害
（
台
風
、
集
中
豪
雨
、
洪
水
な

ど
）

③
地
震
（
家
屋
の
崩
壊
な
ど
）

④
そ
の
他
の
災
害
（
が
け
く
ず
れ
、
地
す

べ
り
な
ど
）

■
平
常
時
の
活
動

　

い
ざ
と
い
う
と
き
に
備
え
て
、
日
ご
ろ

の
訓
練
は
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

災
害
の
な
い
場
合
で
も
、「
治
に
い
て

乱
を
忘
れ
ず
」
の
心
構
え
で
、
消
防
団
に

は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ
り
ま
す
。

○
出
初
め
式
‥
‥
「
今
年
も
一
年
、
市
民

を
守
る
ぞ
」
と
の
決
意
を
秘
め
、
ポ
ン
プ

積
載
車
な
ど
で
市
内
を
パ
レ
ー
ド
し
た
あ

と
、
機
械
器
具
点
検
を
行
い
式
典
に
臨
み

ま
す
。

○
消
防
演
習
‥
‥
春
は
各
分
団
合
同
で
、

秋
は
各
分
団
ご
と
に
開
か
れ
、
ポ
ン
プ
操

法
訓
練
な
ど
を
行
い
ま
す
。

○
総
合
防
災
訓
練
‥
‥
大
規
模
地
震
の
発

生
を
想
定
し
た
こ
の
訓
練
で
は
、
埋
没
車

両
救
出
救
護
訓
練
な
ど
に
参
加
し
ま
す
。

○
水
防
訓
練
‥
‥
集
中
豪
雨
や
洪
水
な
ど

の
水
災
害
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、
堤
防

の
越
水
防
止
の
た
め
の
「
土
の
う
積
み
」

な
ど
の
訓
練
を
行
い
ま
す
。

○
応
急
救
護
訓
練
‥
‥
災
害
現
場
な
ど
で

の
人
命
救
助
に
備
え
、「
心
肺
蘇
生
法
」
な

ど
の
技
術
を
学
び
ま
す
。

○
研
修
会
‥
‥
消
防
団
の
仕
事
、
し
く
み
、

団
員
と
し
て
の
心
構
え
な
ど
に
つ
い
て
勉

強
す
る
研
修
会
を
聞
き
、
団
員
の
資
質
や

技
術
の
向
上
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
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ポンプ積載車などで市内をパレード（出初め式）

土のう積み訓練（水防訓練）

埋没車両救出救護訓練（総合防災訓練）

一斉放水に向けて
（春の消防演習）

心肺蘇生法を学ぶ
（応急救護訓練）

■
白
石
市
消
防
団

　

消
防
団
の
最
高
責
任
者
は
市
長
で
す
が
、

そ
の
権
限
が
消
防
団
長
（
消
防
団
員
の
推

薦
を
受
け
て
市
長
が
任
命
）
に
委
ね
ら
れ

て
い
ま
す
。
消
防
団
長
は
副
団
長
以
下
の

消
防
団
員
を
任
命
し
、
各
分
団
を
率
い
て

消
防
・
防
災
活
動
に
当
た
っ
て
い
ま
す
。

　

白
石
市
消
防
団
は
、
消
防
団
本
部
と
八

つ
の
分
団
か
ら
構
成
さ
れ
、
一
月
一
日
現

在
の
団
員
総
数
は
六
百
五
十
六
名
で
す
。

白石市消防団組織図
（平成14年１月１日現在）

団　長（１名）

副団長（２名）

本部員（３名）

分　　　団（8分団）
各分団：分団長１名、副分団長１名）

白石
６部
13班
105名

越河
３部
６班
66名

斎川
２部
６班
55名

大平
３部
６班
51名

大鷹沢
３部
８班
75名

白川
２部
５班
62名

福岡
５部
15班
153名

小原
３部
９班
83名


